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「成人の日」に先立ち 1 月 11 日（日）、夢ホールで成人式が行われ、あでやかな振り袖姿や
真新しいスーツに身を包んだ新成人約 190 人が出席しました。式典では、阪本大地さんと楠
山優さんが新成人を代表して「目標に向けてしっかり努力したい」と誓いの言葉を述べました。
式典後、新成人たちは久しぶりに会う友人らと記念撮影をするなど、再会を喜んでいました。
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海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐安らぎと憩いの空間　新温泉町‐
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広報しんおんせん（2月号）

情
報
を
発
信
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
情
報
を
交
換
す
る
た
め

に
は
、発
信
者
と
受
信
者
を
つ
な
ぐ「
道

（
イ
ン
フ
ラ
）」
を
整
備
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

そ
こ
で
、「
ど
の
よ
う
な
イ
ン
フ
ラ

を
整
備
す
る
必
要
が
求
め
ら
れ
る
の

か
」
と
い
う
こ
と
で
す
が
、そ
れ
に
は
、

情
報
を
「
誰
に
、ど
の
く
ら
い
の
量
を
、

ど
の
く
ら
い
の
速
さ
で
、
確
実
に
」
と

い
う
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
道
路
は
未
舗
装
の
農
道
も

あ
れ
ば
、
片
側
一
車
線
の
舗
装
道
路
や

高
速
道
路
が
あ
り
ま
す
。
物
を
陸
送
す

る
場
合
、
大
量
の
荷
物
運
送
す
る
に
は

な
り
、
生
活
を
豊
か
に
す
る
一
つ
の
要

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
現
在
発

売
さ
れ
て
い
る
家
電
製
品
の
中
に
は
、

情
報
通
信
を
活
用
し
た
製
品
も
あ
り
、

例
え
ば
、
ポ
ッ
ト
の
電
源
確
認
を
活
用

し
た
、
高
齢
者
世
帯
等
へ
の
安
否
確
認

が
で
き
る
ポ
ッ
ト
の
ほ
か
、
外
出
先
か

ら
ケ
ー
タ
イ
を
活
用
し
、
鮮
度
や
在
庫

の
状
況
を
確
認
で
き
る
冷
蔵
庫
の
開
発

も
進
ん
で
い
ま
す
。

情
報
化
の
基
盤

　

情
報
は
「
物
」
と
同
じ
で
、
そ
れ
を

発
信
・
収
集
す
る
た
め
に
は
、
作
り
手

と
受
け
手
そ
れ
ぞ
れ
を
つ
な
ぐ
「
道
」

が
必
要
で
す
。
情
報
を
つ
な
ぐ
道
が
無

け
れ
ば
情
報
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
し
、

　

21
世
紀
を
先
導
す
る

　

―

日ブ

ロ

ー

ド

バ

ン

ド

・

タ

ウ

ン

本
海
の
情
報
発
信
の
ま
ち―

を
め
ざ
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
情
報

収
集
・
発
信
・
共
有
の
歴
史

　

古
来
よ
り
「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）」
は
、
人
が

生
活
し
て
い
く
う
え
で
必
要
不
可
欠
で

あ
り
、
そ
れ
ら
の
最
初
の
手
段
は
言
葉

や
動
作
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
時

間
の
経
過
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
た
め
絵

や
文
字
で
表
記
し
、
さ
ら
に
壁
や
紙
に

記
録
・
保
存
・
印
刷
す
る
こ
と
に
よ
り
、

あ
る
一
定
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
い
つ

で
も
誰
で
も
情
報
の
恩
恵
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

明
治
時
代
以
降
に
な
る
と
、
電
気
の

活
用
に
よ
る
情
報
通
信
手
段
が
取
り
入

れ
ら
れ
、
情
報
の
収
集
・
共
有
・
発
信

は
、
新
聞
・
雑
誌
に
加
え
、
電
話
・
テ

　

平
成
19
年
３
月
に
策
定
し
た
「
新
温
泉
町
総
合
計
画
」
に
お
い
て
、「
海
・
山
・
温
泉
・
人
が
輝
く　

夢
と
温
も
り
の
郷　

―

安
ら
ぎ
と
憩
い
の
空
間　

新
温
泉
町―

」
を
本
町
の
将
来
像
と
位
置
付
け
ま
し
た
。
そ
の
実
現
に
向
け
た
具
体
的
な
計
画
の
一
つ

と
し
て
同
じ
く
３
月
に
「
新
温
泉
町
情
報
化
計
画
」
を
策
定
し
、
町
内
外
に
本
町
の
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
魅
力
あ
る

地
域
資
源
や
地
場
産
業
、
人
と
人
、
地
域
と
地
域
の
関
わ
り
合
い
を
通
じ
て
、
元
気
な
新
温
泉
町
を
目
指
し
、「
安
全
・
安
心
の

ま
ち
」
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
月
よ
り
皆
様
に
、
本
町
の
地
域
情
報
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
レ
コ
ー
ド
等
に
よ
っ

て
多
数
の
住
民
が
恩
恵
を
受
け
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
電
気
を
活

用
し
た
情
報
は
ア
ナ
ロ
グ
信
号
か
ら
デ

ジ
タ
ル
信
号
に
移
行
す
る
中
で
、
増
大

す
る
情
報
の
管
理
や
情
報
伝
達
速
度
の

向
上
が
進
み
、今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

情
報
化
の
目
指
す
も
の

　

情
報
化
は
パ
ソ
コ
ン
や
ケ
ー
タ
イ
以

外
に
も
、
利
用
者
が
意
識
し
な
い
身
近

な
生
活
に
溶
け
込
み
恩
恵
を
受
け
て
お

り
、
近
い
将
来
さ
ら
に
我
々
の
生
活
の

一
部
に
な
っ
て
き
ま
す
（
こ
の
よ
う
な

社
会
を
「
ユ
ビ
キ
タ
ス
社
会
」
と
呼
ん

で
い
ま
す
）。
家
電
製
品
を
は
じ
め
と

す
る
昨
今
の
電
子
機
器
は
大
変
便
利
に

◆デジタル・アナログの普及推移
　　（ＣＤプレーヤーとレコードプレーヤーの台数）
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（資料）日本電子機械工業会「民生用電子機器データ集」
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DSL（デジタル加入者線） ：従来の銅線（メタルケーブル）を使って 1.5 ～
　　　　　　　　　　　　  8Mbps のスピードを提供するサービス。DSL
　　　　　　　　　　　　  モデムを設置することで利用可能。
CATV（ケーブル TV）　　  ：ケーブルテレビ用の同軸ケーブル（放送用ケー
　　　　　　　　　　　　  ブル）を利用してインターネットができるサー
　　　　　　　　　　　　  ビス。通信速度は 1.5 ～ 10Mbps。
FWA（固定無線アクセス） ：無線を利用したインターネットサービス。中小
　　　　　　　　　　　　  企業向けの高速サービス（数十 Mbps）と、一般
　　　　　　　　　　　　  家庭向けの通常サービス（1.5Mbps）がある。
FTTH（光ファイバー）　 　：光ファイバーを利用したインターネットサービス。
　　　　　　　　　　　　通信速度は 10 ～ 100Mbps。

H21（2009）.2.12

広報しんおんせん（2月号）

大
型
の
ト
ラ
ッ
ク
が
必
要
で
あ
り
、
そ

れ
を
い
ち
早
く
届
け
る
に
は
高
速
道
路

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
小
さ
い
荷
物
で

も
、
高
速
道
路
で
あ
れ
ば
、
た
く
さ
ん

の
利
用
者
が
一
度
に
早
く
運
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
れ
に
併
せ
て
、
低
額
の

運
賃
で
あ
れ
ば
家
計
の
負
担
も
軽
減
さ

れ
る
ほ
か
、
利
用
者
の
増
加
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
現
代
の
情
報
は
、「
大
量

の
生
も
の
」
と
同
様
で
、
情
報
イ
ン
フ

ラ
は
、
①
大
量
の
情
報
を
②
鮮
度
を
保

ち
な
が
ら
、
し
か
も
③
低
額
で
交
換
で

き
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
動
向

　

情
報
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
過
去
の

情
報
に
加
え
画
像
等
の
大
容
量
の
デ
ー

タ
情
報
増
加
や
、
利
用
者
の
増
大
が
予

想
さ
れ
る
た
め
、
従
来
の
情
報
通
信
イ

ン
フ
ラ
に
つ
い
て
大
容
量
の
高
速
通
信

機
能
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
も
平

成
13
年
に
ｅ
‐
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
戦
略
を
打

ち
出
し
、「
Ｉ
Ｔ
革
命
実
現
に
向
け
て
、

国
民
が
広
く
安
価
な
利
用
料
金
で
情
報

通
信
イ
ン
フ
ラ
を
利
用
す
る
社
会
を
形

成
す
る
こ
と
」
が
必
要
で
あ
る
と
し
て

い
ま
す
。

　

過
去
、
情
報
通
信
は
ア
ナ
ロ
グ
信
号

で
、
電
話
回
線
等
が
主
流
で
し
た
。
し

か
し
、
昨
今
の
情
報
化
に
十
分
に
対
応

す
る
た
め
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
等
に
よ
る
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
化
を
進
め
、
高
速
で
大
容

量
の
情
報
通
信
に
対
応
し
て
き
ま
し
た
。

新
温
泉
町
の
情
報
化
に

向
け
て

　

以
上
の
よ
う
に
、
現
在
の
地
域
情
報

化
は
、
住
民
に
様
々
な
恩
恵
を
与
え
る

こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
本
町
は
、
他
地
域
で
す
で
に
整
備
さ

れ
て
い
る
情
報
基
盤
が
十
分
整
備
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
、
超
高
速
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
整
備
さ
れ
て

お
ら
ず
、
ま
た
、
ケ
ー
タ
イ
も
町
内
全

域
で
通
話
で
き
る
環
境
と
な
っ
て
い
な

い
な
ど
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え

る
う
え
で
は
、
地
域
情
報
化
は
無
く
て

は
な
ら
な
い
事
業
で
す
。
情
報
の
有
効

な
利
活
用
や
、
将
来
に
つ
な
が
る
効
率

的
な
情
報
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
の
検
討
に

つ
い
て
、
住
民
・
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
み
た
い
と
考
え
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

企
画
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

ブロードバンド化と利用可能なコンテンツ

音楽 CD 一枚の
ダウンロードに
要する時間

スムーズな利用が
可能となるコンテンツ・
サービスの例

回線速度　
（Mbps bits par second

の略で一秒間に送受信
できるデータ量。
1Mbps ＝ 1,000,000bps。）

※ 2008 年以降、インターネットの主流は光ファイバーです

◆ FTTH（光ファイバー）と DSL の利用者比較

100Mbps

8Mbps

1.5Mbps

500Kbps

64Kbps

約 6 秒

約 1 分

約 5 分

約 16 分

約 2.5 時間

高解像度映像
（ハイビジョンレベル）のライブ中継

通常のテレビ映像

動画（TV 会議）

静止画、音楽

電話、電子メール、ホームページ

（出展：経済産業省ホームページ）

ア
ナ
ロ
グ
電
話
回
線

Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ

第
三
世
代
携
帯
電
話

Ｄ
Ｓ
Ｌ
（
デ
ジ
タ
ル
加
入
者
線
）

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

Ｆ
Ｗ
Ａ
（
固
定
無
線
ア
ク
セ
ス
）

Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
（
光
フ
ァ
イ
バ
ー
）

16,000,000

14,000,000

12,000,000

10,000,000

8,000,000

6,000,000

4,000,000

2,000,000

0

ＦＴＴＨ
13,082,699

ＤＳＬ
12,289,972

ＣＡＴＶ
3,956,096

ＦＷＡ
13,142

【ブロードバンドサービス利用者数の推移】
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◆温泉地域簡易水道 １ヶ月につき税込み金額（単位：円）
現 行 料 金 暫定料金 暫定料金 改定料金

（平成 21 年 3 月 31 日まで）（平成 21 年 4 月 1 日～
平成 22 年 3 月 31 日）

（平成 22 年 4 月 1 日～
平成 23 年 3 月 31 日）

（平成 23 年 4 月 1 日～）

口径 
( ｍｍ )

基本水量 
（㎥）

基本料金 
（円）

基本水量 
（㎥）

基本料金 
（円）

基本水量 
（㎥）

基本料金 
（円）

基本水量 
（㎥）

基本料金 
（円）

専 
用 
給 
水 
栓

13 8 1,110 10 1,470 10 1,570 10 1,680 
20 20 2,740 20 2,940 20 3,150 20 3,360 
25 32 4,335 40 5,880 40 6,300 40 6,720 
30 50 6,730 60 8,820 60 9,450 60 10,080 
40 84 11,390 90 13,230 90 14,170 90 15,120 
50 166 22,605 200 29,400 200 31,500 200 33,600 
75 330 44,465 400 58,800 400 63,000 400 67,200 

超過料金 131 147 157 168
１㎥につき
臨時給水 210 500 500 500
１㎥につき
平成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日

【計算式の例】口径 13 ｍｍで、35㎥使用した場合
1,470 円＋ 25㎥× 147 円＝ 5,145 円   （5,140 円請求　10 円未満切捨）

平
成
21
年
４
月
検
針
か
ら

変
わ
り
ま
す

　

上
下
水
道
料
金
シ
ス
テ
ム
の
統
一
に

向
け
、
料
金
算
定
基
準
日
並
び
に
請
求

月
・
検
針
月
を
統
一
し
ま
す
。

　

現
在
、
新
温
泉
町
で
は
、
合
併
前
の

運
用
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぎ
、
別
々
の

料
金
シ
ス
テ
ム
で
料
金
請
求
を
行
っ
て

い
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
を
一
元
化
す
る
こ

と
で
今
後
の
経
費
を
最
小
限
に
抑
え
て

い
き
ま
す
。

　

な
お
、
請
求
月
調
整
を
図
る
た
め
、

浜
坂
地
域
で
は
３
月
検
針
を
３
月
１

日
に
行
い
、
期
間
使
用
分
（
平
成
21
年

１
月
26
日
～
平
成
21
年
３
月
１
日
使
用

分
）
と
し
て
４
月
に
請
求
し
ま
す
。
平

成
21
年
４
月
よ
り
偶
数
月
検
針
（
検
針

日
20
日
～
30
日
）
す
る
こ
と
で
請
求
月

の
調
整
を
図
り
ま
す
。

平
成
21
年
４
月
検
針
（
５
月
請
求
分
）
か
ら
変
り
ま
す

　

水
道
料
金
を
改
定
し
ま
す

　

水
道
料
金
に
つ
い
は
、
合
併
協
定
書
で
「
合
併
後
5
年
を
め
ど
に
調
整
す
る
」
こ

と
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
水
道
事
業
経
営
の
窮
状
に
よ
る
経
営
基
盤
の
確
立
と
「
公

広報しんおんせん（2月号）

H21（2009）.2.12

◆浜坂上水道 １ヶ月につき税込み金額（単位：円）
現 行 料 金 暫定料金 暫定料金 改定料金

（平成 21 年 3 月 31 日まで）（平成 21 年 4 月 1 日～
平成 22 年 3 月 31 日）

（平成 22 年 4 月 1 日～
平成 23 年 3 月 31 日）

（平成 23 年 4 月 1 日～）

口径 
( ｍｍ )

基本水量 
（㎥）

基本料金 
（円）

基本水量 
（㎥）

基本料金 
（円）

基本水量 
（㎥）

基本料金 
（円）

基本水量 
（㎥）

基本料金 
（円）

専 
用 
給 
水 
栓

13 10 1,680 10 1,680 10 1,680 10 1,680 
20 20 3,360 20 3,360 20 3,360 20 3,360 
25 40 6,720 40 6,720 40 6,720 40 6,720 
30 60 10,080 60 10,080 60 10,080 
40 200 33,600 90 15,120 90 15,120 90 15,120 
50 500 84,000 200 33,600 200 33,600 200 33,600 
75 1,000 168,000 400 67,200 400 67,200 400 67,200 

超過料金 126 147 157 168
１㎥につき
臨時給水 126 500 500 500
１㎥につき
平成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日

【計算式の例】口径 13 ｍｍで 35㎥使用した場合
1,680 円＋ 25㎥× 147 円＝ 5,355 円（5,350 円請求   10 円未満切捨）

正
妥
当
な
水
道
料
金
」
の
確
保
が
求
め
ら
れ
、
昨
年
６
月
か
ら
の
水
道
料
金
審
議

会
の
答
申
に
よ
り
12
月
議
会
に
料
金
改
定
を
提
案
し
、
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昨
年
12
月
25
日
配
布
の
チ
ラ
シ
で
も
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
が
、
平
成
21
年
4

月
検
針
（
５
月
請
求
分
）
よ
り
水
道
料
金
を
改
定
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
水

道
事
業
経
営
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



5 広報しんおんせん（2月号）

H21（2009）.2.12

◆現行の例
浜坂地域上水道・簡易水道
検針月 ３月検針 ５月検針 ７月検針
請求月 4 月・5 月分 6 月・7 月分 8 月・9 月分
発行日 4/15・5/15 6/15・7/15 8/15・9/15
納期限 4/25・5/25 6/25・7/25 8/25・9/25
使用日 1/21 ～ 3/20 3/21 ～ 5/20 5/21 ～ 7/20

温泉地域簡易水道
検針月 ３月検針 ５月検針 ７月検針
請求月 2 月・3 月分 4 月・5 月分 6 月・7 月分
発行日 3/15・4/15 5/15・6/15 7/15・8/15
納期限 3/25・4/25 5/25・6/25 7/25・8/25
使用日 1/6 ～ 3/5 3/6 ～ 5/5 5/6 ～ 7/5

◆統　一
検針月 ２月検針 ４月検針 ６月検針 ８月検針 10 月検針 12 月検針
請求月 2 月・3 月分 4 月・5 月分 6 月・7 月分 8 月・9 月分 10 月・11 月分 12 月・1 月分
発行日 3/15・4/15 5/15・6/15 7/15・8/15 9/15・10/15 11/15・12/15 1/15・2/15
納期限 3/25・4/25 5/25・6/25 7/25・8/25 9/25・10/25 11/25・12/25 1/25・2/25
使用日 12/21 ～ 2/20 2/21 ～ 4/20 4/21 ～ 6/20 6/21 ～ 8/20 8/21 ～ 10/20 10/21～12/20

※検針月を偶数月、検針日を 20 日～ 30 日に改め、請求月を統一します。  

水
道
使
用
水
量
・
料
金
等
の
お
知
ら
せ
（
検
針
票
）
が

　

平
成
21
年
４
月
よ
り
変
更
に
な
り
ま
す

　

平
成
21
年
４
月
よ
り
２
ヵ
月
に
１
回
の
検
針
時
に
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
く
「
水

道
使
用
水
量
・
料
金
等
の
お
知
ら
せ
」（
検
針
票
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

検針年月及びお問い合わせ用の水栓
番号をお知らせします。

今回検針した使用水量を示します。
この数値が水道・下水道料金の基礎
数値となります。

過去の使用水量・検針日・検針員名
をお知らせします。

今回の使用水量による使用料金（請
求予定額）をお知らせします。
浜坂地域の一般住宅の下水道使用料
は前月使用人数で、また温泉地域の
一般住宅（認定水量）の下水道使用
料は、前月水量で使用料金（請求予
定額）をお知らせします。
地下水や湯などをご使用の場合は、下
水道使用料のご請求予定額をお知らせ
できませんので、ご了承ください。

上下水道課からの連絡がある場合に、
その内容をお知らせします。

水道及び下水道使用料の前回、前々回請求分を口座振替させて
いただいた場合、その内容をお知らせします。
平成 21 年 2 月振替分から領収書の発行を省略させていただき
ますので、ご了承ください。別途領収書が必要な方はお申し出
ください。

◆問い合わせ
　上下水道課　　　　　　　　℡（0796）82-3114
　温泉総合支所　産業建設課　℡（0796）92-1131 ㈹
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平
成
21
年
度
健
康
診
査
の
ご
案
内

　

今
年
度
か
ら
健
診
の
内
容
や
方
法
が
変
更
と
な
り
、
わ
か
り
に
く
い
状
況
が
あ
り

ま
し
た
。
平
成
21
年
度
は
２
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
ど
の
医
療
保
険
者
も
身
近
で
健

診
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
準
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
新
温
泉
町
国
民
健
康
保
険
に
お

い
て
、
今
年
度
は
、
１
１
９
６
人
（
現
時
点
で
32
・
79
％
）
の
方
が
受
診
し
て
い
ま

す
。
新
温
泉
町
で
は
少
子
高
齢
化
が
す
す
む
中
で
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
を
最
小
限

に
し
、「
健
康
長
寿
の
町
づ
く
り
」
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
ろ
っ
て
健
康
診

査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
健
診
申
し
込
み
方
法

　

２
月
12
日
（
木
）
区
長
・
町
内
会
長

さ
ん
を
通
じ
て
、「
健
康
診
査
申
込
書
」

を
発
送
し
ま
す
の
で
、
各
世
帯
ご
と
用

紙
「
健
康
診
査
申
込
書
」
に
記
入
の
う

え
、
２
月
26
日
（
木
）
ま
で
に
、
区

長
・
町
内
会
長
さ
ん
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
注
意
事
項

①
平
成
21
年
4
月
1
日
現
在
で
、
国
保

加
入
者
（
40
歳
～
74
歳
）
の
方
に
は
、

全
員
「
健
康
診
査
受
診
票
」
を
お
届

け
し
ま
す
の
で
、受
診
し
ま
し
ょ
う
。

②
国
保
加
入
者
外
の
被
扶
養
者
の
方

（
40
歳
～
74
歳
）
は
、
特
定
健
康
診

査
を
受
け
る
た
め
に
は
「
受
診
券
」

が
必
要
で
す
。「
受
診
券
」
の
申
請

に
つ
い
て
は
、
加
入
し
て
い
る
医
療

保
険
者
（
健
康
保
険
、協
会
け
ん
ぽ
、

共
済
組
合
、
船
員
保
険
等
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
受
診
券
を

持
っ
て
町
が
実
施
す
る
健
診
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
）

③
事
業
所
に
お
勤
め
の
方
は
、
事
業
主

の
健
康
診
断
案
内
に
従
い
、
受
診
を

し
ま
し
ょ
う
。

④
39
歳
以
下
の
方
で
、
事
業
所
の
健
康

診
断
に
該
当
に
な
ら
な
い
方
は
、
町

の
実
施
す
る
健
診
を
受
け
て
若
い
時

期
か
ら
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
習
慣
づ

け
ま
し
ょ
う
。

⑤
75
歳
以
上
の
方
で
、
治
療
中
（
高
血

圧
症
、
糖
尿
病
、
高
脂
血
症
等
）
の

場
合
は
、主
治
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆対象者と検診項目
加入の医療保険

国民健康保険
（20 ～ 74 歳）

後期高齢者医療
（75 歳～）

国民健康保険以外の
被扶養者

（40 ～ 74 歳）

国民健康保険以外の
被保険者

検診項目
特定健診 ○ ○ △ ×

肺がん検診 ○ ○ ○ ○
（20 歳～）

胃がん検診 ○
（40 歳～）

○ ○ ○
（40 歳～）

大腸がん検診 ○
（40 歳～）

○ ○ ○
（40 歳～）

前立腺がん検診 ○
（50 歳～男性）

○ ○
（50 歳～男性）

○
（50 歳～男性）

肝炎ウィルス検診 ○
（40 歳～）

○ ○ ○
（40 歳～）

子宮がん検診 ○ ○ ○ ○
乳がん検診 ○

（40 歳～）
○ ○ ○

（40 歳～）
※子宮がん・乳がん対象者は和暦の奇数年生まれです
○・・・受診可能
△・・・「特定健康診査受診券」があれば受診可能
×・・・職場の健診を受けられるため、受診できません
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◆健診内容と注意事項
検診項目 内容と注意事項
特定健診 前日の午後９時以降の絶食が必要になります。

肺がん検診
問診・胸部レントゲン撮影を行います。問診の結果で痰の検査の必要な人があります。

（結核検診を含みます）

胃がん検診 問診、バリウム・発泡剤を飲んでからレントゲン撮影をします。
※絶食が必要になります。

大腸がん検診 問診、免疫便潜血検査（二日間法）を行います。
前立腺がん検診 50 歳以上の男性が問診、血液検査により受診できます。

肝炎ウイルス検診

問診・血液検査を行います。
【対象者】・40 歳になる方（昭和 44 年４月２日～昭和 45 年４月１日生）
　　　　・41 歳以上で過去に肝機能異常を指摘されたことのある方
　　　　・41 歳以上で過去に肝炎ウィルス検診を受診していない方

乳がん・
子宮がん検診

国の方針により、２年に１回の受診となりました。今年度は、生まれ年（和暦）が奇
数の方を対象とします。奇数年生まれの方は、ぜひ受診してください。

【乳がん】
問診・視触診・マンモグラフィを行います。精度を上げるため、視触診＋マンモグラフィ
を基本とします。マンモグラフィとはＸ線を用いた検査でがんの発見率が上がります。

【子宮がん】
問診・内診・細胞診検査を行います。

骨粗しょう症検診
女性のみを対象に問診、かかとの超音波測定を行います。10 月～ 11 月の個別検診は
医療機関で実施し、骨粗しょう症検診のみになります。

◆問い合わせ　健康課　　　　　　　　　　　　　　   ℡（０７９６）８２ ‐ ５６２２
　　　　　　　温泉保健福祉センター「すこやか～に」℡（０７９６）９９ ‐ ２９４０

　

一
昨
年
か
ら
の
10
代
、
20
代
の
麻
し

ん
（
は
し
か
）
の
流
行
を
う
け
て
、
平

成
20
年
度
か
ら
24
年
度
の
５
年
間
で
、

中
学
１
年
生
相
当
の
年
齢
の
方
（
３

期
）、
高
校
３
年
生
相
当
の
年
齢
の
方

（
４
期
）
に
麻
し
ん
の
補
足
接
種
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と

の
で
き
る
期
間
は
、
平
成
21
年
３
月
31

日
ま
で
で
す
。
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
免

疫
力
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
ま
だ

接
種
を
受
け
て
い
な
い
方
は
ぜ
ひ
受
け

て
下
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
「
す
こ
や
か
～
に
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
99
‐
２
９
４
０

 

麻
し
ん
・
風
し
ん

 

３
期
・
４
期
予
防
接
種
に
つ
い
て

契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　　　模 契約額 ( 円 ) 工　　　　　   期 業　者　名

公立浜坂病院温水
ヒーター取替工事 二日市 温水ヒーター取替　1 台 2,730,000

平成 20 年 12 月 24 日～
　平成 21 年   2 月 28 日

サンユー技研
工業㈱

（平成 20 年 12 月 16 日～平成 21 年 1 月 15 日契約分）
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▼
住
基
カ
ー
ド
と
は

　

市
区
町
村
が
交
付
す
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

で
、「
顔
写
真
付
き
」と「
顔
写
真
な
し
」

が
あ
り
、
有
効
期
限
は
ど
ち
ら
も
発

行
し
た
日
か
ら
10
年
間
で
す
。

▼
住
基
カ
ー
ド
の
利
用
に
つ
い
て

◇
住
基
カ
ー
ド
に
「
電
子
証
明
書
」
を

記
録
す
る
と
、
行
政
手
続
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請
が
自
宅
の
パ
ソ
コ

ン
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
電

子
証
明
書
に
は
、
別
途
５
０
０
円
の

手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。
有
効
期
限

は
３
年
間
で
す
。）

例
国
税
の
電
子
申
告
・
納
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）

例
地
方
税
の
電
子
申
告
・
納
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
）

例
自
動
車
保
有
関
係
手
続
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
な
ど

◇
顔
写
真
付
き
の
住
基
カ
ー
ド
は
、
本

人
確
認
の
必
要
な
窓
口
で
、
公
的

な
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き

ま
す
。
最
近
は
様
々
な
場
面
で
身
分

証
明
書
の
提
示
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
顔
写
真

付
き
の
身
分
証
明
書
を
お
持
ち
で
な

い
方
に
は
「
顔
写
真
付
き
住
基
カ
ー

ド
」
は
有
効
な
身
分
証
明
書
と
し
て

活
用
で
き
ま
す
。

例
役
場
窓
口
で
の
本
人
確
認（
住
民
票
・

戸
籍
関
係
証
明
書
の
交
付
申
請
、
住

民
異
動
届
出
に
つ
い
て
平
成
20
年
５

月
１
日
の
住
民
基
本
台
帳
法
・
戸
籍

法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
窓
口
で
の

本
人
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。）

例
銀
行
・
郵
便
局
の
窓
口
で
の
本
人
確

認
例
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
手
続
で
の
本
人

確
認

◇
転
入
転
出
の
手
続
き
が
、
転
入
先
の

窓
口
に
一
度
出
向
く
だ
け
で
済
み
ま

す
。（
た
だ
し
、
事
前
に
付
記
転
出

届
の
郵
送
が
必
要
）

▼
住
基
カ
ー
ド
の
申
請
に
つ
い
て

◇
申
請
で
き
る
人

　

申
請
で
き
る
人
は
、
本
人
で
す
。
た

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
手
数
料
が
無
料
に

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
以
下
住
基
カ
ー
ド
）
の
交
付
手
数
料
が
無
料
に
な
り
ま

し
た
。
た
だ
し
、
平
成
23
年
３
月
末
ま
で
の
申
請
に
限
り
ま
す
。（
通
常
の
手
数
料

は
５
０
０
円
）

だ
し
、
15
才
未
満
の
人
に
つ
い
て
は

法
定
代
理
人
が
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
外
国
籍
の
人
は
申
請
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◇
申
請
す
る
と
き
に
必
要
な
も
の

①
運
転
免
許
証
等
顔
写
真
付
の
身
分
証

明
書　

顔
写
真
付
の
身
分
証
明
書
が

な
い
場
合
は
、健
康
保
険
証
（
国
保
・

健
保
・
船
員
・
共
済
・
後
期
高
齢
）

介
護
保
険
証
、
公
的
年
金
手
帳
・
証

書
等
を
持
っ
て
窓
口
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

②
印
鑑

③
写
真
（
顔
写
真
付
カ
ー
ド
を
希
望
さ

れ
る
場
合
）
縦
４
・
５
セ
ン
チ
×
横

３
・
５
セ
ン
チ
の
無
帽
・
無
背
景
で

６
カ
月
以
内
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
写
真
を
お
持
ち

で
な
い
場
合
、
町
職
員
が
窓
口
で
撮

影
い
た
し
ま
す
。（
無
料
）

④
温
泉
総
合
支
所
で
の
住
基
カ
ー
ド
の

即
日
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。
お
引
き

渡
し
は
翌
日
以
降
と
な
り
ま
す
。
ま

た
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
は
申
請
者
本

人
に
限
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

町
民
課
戸
籍
住
民
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
１

　

温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１
㈹

まだ住民基本台帳カードをお持ちでない方は
この機会にぜひ申請してください
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広報しんおんせん（2月号）

H21（2009）.2.12

◆投票区別　対象地区 及び 選挙人名簿登録者数一覧
平成 20 年 12 月 2 日定時登録者数（人）

投票区名 対　象　地　区 男 女 合計

 第 １ 投票区

浜坂（寺町、奥中町、上六軒町、地堂一丁目、
地堂二丁目、門陀町、柱松町、戎崎町、浜町、
元堀町、御屋敷町、浜岡町、高見一丁目、
高見二丁目、高見三丁目、松原町）、芦屋

819 925 1,744

 第 ２ 投票区

浜坂（旭町、京口町、京口一丁目、京口二丁目、
東町一丁目、東町二丁目、東町三丁目、泉町、
老松町、新町、八幡町、栄町、清水町、本町、
中本町、小井津町、下本町、港筋町）、清富

598 718 1,316

 第 ３ 投票区 浜坂（宇都野町、緑町、南町、秋葉台） 445 472 917

 第 ４ 投票区 指杭、田井 90 100 190

 第 ５ 投票区 赤崎、和田 70 83 153

 第 ６ 投票区 三尾 76 102 178

 第 ７ 投票区 二日市、福富、戸田、三谷、対田 405 428 833

 第 ８ 投票区 若松町、栃谷、田君、七釜、古市、新市、用土 379 414 793

 第 ９ 投票区 久谷、高末、正法庵、辺地、藤尾 229 241 470

第 10 投票区 境、久斗山 94 100 194

第 11 投票区 諸寄（奥町を除く） 408 468 876

第 12 投票区 諸寄（奥町） 124 128 252

第 13 投票区 釜屋 58 53 111

第 14 投票区 居組 264 312 576

第 15 投票区 湯、細田、数久谷、霧滝 543 631 1,174

第 16 投票区 春来 78 90 168

第 17 投票区 歌長、高山 121 174 295

第 18 投票区 竹田（後山を除く） 160 202 362

第 19 投票区 井土、今岡金屋 255 286 541

第 20 投票区 熊谷 95 90 185

第 21 投票区 伊角、桧尾 42 51 93

第 22 投票区 桐岡 56 61 117

第 23 投票区 切畑、多子 163 167 330

第 24 投票区 丹土、中辻 223 258 481

第 25 投票区 塩山、飯野 279 325 604

第 26 投票区 千原、あさひヶ丘、鐘尾 190 202 392

第 27 投票区 千谷、宮脇 94 116 210

第 28 投票区 内山、越坂 27 33 60

第 29 投票区 海上 62 68 130

第 30 投票区 石橋、前、田中、岸田 179 199 378

第 31 投票区 青下 40 41 81

第 32 投票区 竹田（後山） 6 9 15

合　　　計 6,672 7,547 14,219

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
②

 
投
票
所
は
い
く
つ
あ
る
の
？ 

　

本
町
に
は
32
ヵ
所
投
票
区
が
あ
り
ま

す
。
選
挙
が
執
行
さ
れ
る
際
の
投
票
所

は
、こ
の
投
票
区
ご
と
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
毎
年
３
月
、
６
月
、
９
月
、
12

月
の
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、
２
日
に

選
挙
人
名
簿
へ
の
登
録
が
行
わ
れ
ま

す
。
登
録
さ
れ
る
に
は
、
20
歳
以
上
の

日
本
国
民
で
、
住
民
票
が
作
成
さ
れ
て

か
ら
引
き
続
き
３
ヵ
月
以
上
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

こ
う
し
て
一
度
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
る
と
、
①
死
亡
、
日
本
国
籍
を
喪

失
し
た
と
き　

②
他
市
町
村
転
出
し
て

か
ら
４
ヵ
月
が
経
過
し
た
と
き　

③
登

録
時
に
登
録
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
人
を

登
録
し
た
と
き
以
外
は
名
簿
か
ら
抹
消

さ
れ
ま
せ
ん
。

　

各
投
票
区
の
対
象
地
区
及
び
選
挙
人

名
簿
登
録
者
数
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

※
な
お
、
農
業
委
員
会
委
員
、
但
馬
海

区
調
整
委
員
、湯
財
産
区
議
会
議
員
、

照
来
土
地
改
良
総
代
選
挙
に
つ
い
て

は
、
投
票
区
数
、
そ
の
対
象
地
区
、

名
簿
登
録
要
件
、
選
挙
権
等
が
異
な

り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

新
温
泉
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課　

行
政
係
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
１
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▼
処
分
方
法

　

不
要
と
な
り
、処
分
さ
れ
る
と
き
は
、

お
買
い
求
め
の
販
売
店
、
ま
た
は
、

お
近
く
の
電
気
店
に
引
取
り
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。（
有
料
）

▼
４
月
１
日
か
ら
処
理
が
で
き
な
い
家

電
対
象
品
目

　

エ
ア
コ
ン
、テ
レ
ビ
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
、

液
晶
、
プ
ラ
ズ
マ
）、
冷
蔵
庫
・
冷

凍
庫
、
洗
濯
機
、
衣
類
乾
燥
機

※
携
帯
用
液
晶
テ
レ
ビ
を
除
く

　

平
成
21
年
４
月
か
ら
新
た
に
「
液
晶
テ
レ
ビ
（
携
帯
用
を
除
く
）」、「
プ
ラ
ズ
マ

テ
レ
ビ
」、「
衣
類
乾
燥
機
」
が
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

リ
サ
イ
ク
ル
対
象
家
電
品
目
に
追
加
さ
れ
、
町
の
ご
み
処
理
施
設
で
処
理
で
き
な
く

な
り
ま
す
。（
平
成
21
年
４
月
１
日
以
降
、
粗
大
ご
み
と
し
て
、
収
集
及
び
町
の
ご

み
処
理
施
設
へ
の
持
込
が
で
き
ま
せ
ん
）

平
成
21
年
４
月
１
日
よ
り

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
品
目
が
追
加
さ
れ
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課　

生
活
環
境
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
１

　

温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１
㈹

　

環
境
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
１
５
７
１

 

人
権
擁
護
委
員
に

  
井
上
慶
子
さ
ん
と
郷
司
正
静
さ
ん
が
再
任
さ
れ
ま
し
た

　

こ
の
た
び
、
温
泉
地
域
の
委
員
二
人

の
任
期
満
了
に
伴
い
、
井
上
慶
子
さ
ん

（
飯
野
）、
郷
司
正
静
さ
ん
（
前
）
が
平

成
21
年
１
月
１
日
付
に
て
再
任
さ
れ
、

馬
場
町
長
か
ら
委
嘱
状
を
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

↑
人
権
擁
護
委
員
に
再
任
さ
れ
た

　

郷
司
さ
ん
（
右
）
と
井
上
さ
ん
（
左
）

▼
人
権
擁
護
委
員
制
度
と
は･･･

　

こ
の
制
度
は
、
様
々
な
分
野
の
人
た

ち
が
、地
域
の
中
で
人
権
思
想
を
広
め
、

住
民
の
人
権
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
に

配
慮
し
、
人
権
を
擁
護
し
て
い
く
こ
と

が
望
ま
し
い
と
い
う
考
え
か
ら
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

▼
相
談
日

　

毎
月
一
回
（
原
則
、
第
一
水
曜
日 

午
前
９
時
～
11
時
30
分
・
開
催
場
所　

浜
坂
地
域
＝
文
化
会
館
、
温
泉
地
域
＝

町
民
セ
ン
タ
ー
）
人
権
相
談
日
を
開
設

し
、
地
域
住
民
の
人
権
相
談
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

人
権
推
進
室（
文
化
会
館
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
３
２
８

　

住
民
の
人
権
を
守
る
た
め
、
本
町
で
は
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
６
人
の
委
員

が
、
人
権
相
談
や
各
種
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

テレビ 洗濯機

エアコン

冷蔵庫
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中
辻
～
岸
田
を
結
ぶ 

ト
ン
ネ
ル
整
備
を

　

中
辻
地
区
か
ら
岸
田
地
区
を
結
ぶ

ト
ン
ネ
ル
が
で
き
て
、
温
泉
地
域
を

グ
ル
リ
ひ
と
回
り
で
き
た
ら
と
思
い

ま
す
。
牧
場
公
園
を
楽
し
み
、
そ
の

足
で
上
山
高
原
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
60
代　

女
性
）

▼
冬
の
省
エ
ネ

○
暖
房
は
、
室
温
20
℃
を
目
安
に
温
度

調
節
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
暖
房
機
器
は
、
不
必
要
な
つ
け
っ
ぱ

な
し
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
こ
ま
め
に
省
エ
ネ
し
ま
し
ょ
う

○
冷
蔵
庫
は
壁
か
ら
適
切
な
間
隔
を
あ

け
て
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

○
電
気
、
ガ
ス
、
石
油
機
器
な
ど
を
買

う
時
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
タ
イ
プ
の

も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

○
部
屋
の
照
明
を
購
入
す
る
と
き
は
、

省
エ
ネ
型
の
電
球
型
蛍
光
ラ
ン
プ
を

使
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
冷
蔵
庫
の
庫
内
は
季
節
に
あ
わ
せ
て

温
度
調
整
を
行
い
、
も
の
を
詰
め
込

み
過
ぎ
な
い
よ
う
に
整
理
整
頓
し
ま

し
ょ
う
。

○
電
気
ポ
ッ
ト
な
ど
の
電
気
製
品
を
長

時
間
使
わ
な
い
と
き
に
は
、
コ
ン
セ

ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
抜
く
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

２
月
は
寒
さ
が
ピ
ー
ク
で
、
暖
房
機
器
の
使
用
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
特
に

増
大
し
ま
す
。「
地
球
に
や
さ
し
い
省
エ
ネ
ラ
イ
フ
」
で
き
る
こ
と
か
ら
ひ
と
つ
ず

つ
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

２
月
は
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
」
で
す

○
煮
物
な
ど
の
下
ご
し
ら
え
は
電
子
レ

ン
ジ
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
テ
レ
ビ
を
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
し
た
ま

ま
、
他
の
用
事
を
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

○
シ
ャ
ワ
ー
は
お
湯
を
流
し
っ
ぱ
な
し

に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
お
風
呂
は
、
間
隔
を
お
か
ず
に
入
る

よ
う
に
し
て
、
追
い
焚
き
を
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
車
の
運
転
の
際
に
は
、
経
済
速
度
を

心
が
け
、
急
発
進
、
急
加
速
を
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
外
出
時
は
、
で
き
る
だ
け
電
車
・
バ

ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ　

町
民
課
生
活
環
境
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
１

　

温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１
㈹

広報しんおんせん（2月号）

H21（2009）.2.12

（
回
答
）

　

県
道
若
桜
湯
村
温
泉
線
の
中
辻
～
岸

田
間
の
道
路
改
良
に
つ
き
ま
し
て
は
、

数
年
前
よ
り
町
な
ら
び
に
地
元
の
県
道

改
修
促
進
委
員
会
か
ら
ト
ン
ネ
ル
整
備

の
案
も
含
め
兵
庫
県
に
要
望
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
現
地
踏
査
も
行
っ
て
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、県
か
ら
は「
中

期
長
期
的
な
ス
パ
ン
（
間
隔
）
で
考
え

た
い
」
と
の
回
答
を
い
た
だ
い
て
い
る

も
の
で
す
。

　

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
、
提
案
い

た
だ
き
ま
し
た
観
光
ル
ー
ト
も
実
現
で

き
る
よ
う
、
県
に
は
引
き
続
き
道
路
改

良
の
お
願
い
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
建
設
課
長　

田
中　

茂
）

―

ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き―

　

皆
さ
ま
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

本
町
は
、
住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
本
誌
に

「
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き
」
を
掲
載
し
、
皆
さ
ま
か
ら
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
ア
イ
デ
ア
（
提
案
及
び
要
望
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
１
名
の
方
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
提
案
と
そ
の

内
容
を
掲
載
し
ま
す
。
な
お
、
ご
提
案
い
た
だ
い
た
文
章
は
編
集
の
都
合
で
一
部
修

正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
掲
載
は
お
一
人
に
つ
き
、
年
２
回
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
３
回
目
以
降

に
つ
い
て
は
個
別
回
答
と
し
ま
す
。
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し
ま
し
ょ
う
。

　

講
習
の
内
容
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
だ

け
で
な
く
、
応
急
手
当
の
仕
方
か
ら
、

心
肺
蘇
生
法
、
異
物
除
去
法
な
ど
、
実

際
に
急
病
人
が
発
生
し
た
と
き
に
大
変

役
立
つ
内
容
で
す
。費
用
は
無
料
で
す
。

救
命
講
習
を
申
し
込
む
に
は
？

　

地
区
単
位
、
事
業
所
単
位
等
な
ど
、

５
～
20
名
程
度
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
町
内
で
火
災
が
発
生
し
た

り
、
救
急
出
動
が
多
数
発
生
し
た
り
し

た
場
合
に
は
中
止
・
延
期
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
先　

　

美
方
広
域
消
防
本
部
警
防
課
救
急
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
０
１
１
９

増
え
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場
所

　

町
内
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
状
況
は
、
左
表

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
平
成
21
年
１
月
30
日
現
在　

緊
急
貸

し
出
し
可
能
な
も
の
に
限
る
）

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
？

　

突
然
心
停
止
状
態
に
陥
っ
た
と
き
、

心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
て
正
常

な
状
態
に
戻
す
医
療
器
具
で
す
。
Ａ
Ｅ

Ｄ
は
、
電
極
を
胸
に
貼
る
と
心
電
図
を

自
動
的
に
解
析
し
、
操
作
は
音
声
ガ
イ

ダ
ン
ス
に
よ
り
電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
必
要

か
ど
う
か
も
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
判
断
し
指
示
し

ま
す
の
で
、
高
度
な
専
門
知
識
を
必
要

と
せ
ず
、
誰
に
で
も
安
心
し
て
簡
単
に

取
り
扱
い
で
き
ま
す
。
以
前
は
医
師
や

救
急
救
命
士
し
か
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
心
臓
停
止
か
ら

時
間
が
た
つ
ほ
ど
生
存
率
が
下
が
る
た

め
、
現
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
す
ぐ
に

使
え
る
よ
う
、
平
成
16
年
７
月
か
ら
は

誰
で
も
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
は
、
発
見

Ａ
Ｅ
Ｄ
で
救
お
う　

大
切
な
命

　

心
臓
が
突
然
停
止
し
た
際
に
使
用
す
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
設

置
が
、
公
共
施
設
を
中
心
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
心
臓
の
筋
肉
が
け
い

れ
ん
等
を
起
こ
し
、
血
液
を
正
常
に
流
す
ポ
ン
プ
機
能
が
失
わ
れ
た
場
合
、
心
臓
に

電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、
正
常
な
リ
ズ
ム
に
戻
す
た
め
の
医
療
機
器
で
す
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
十
分
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所

や
普
通
救
命
講
習
の
受
講
方
法
な
ど
に
つ
い
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

し
た
人
が
、
た
だ
ち
に
救
急
隊
へ
通

報
す
る
と
と
も
に
、
で
き
る
だ
け
早
く

救
命
処
置
を
開
始
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
心
肺

蘇
生
法
を
学
ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
。

救
命
講
習
を
受
け
よ
う
！

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
電
源
を
入
れ
る
と
ど
の
よ

う
な
操
作
を
す
べ
き
か
を
音
声
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
教
え
て
く
れ
、
電
気
シ
ョ
ッ

ク
を
与
え
る
必
要
が
あ
る
時
に
限
っ
て

指
示
を
出
す
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
医

療
機
器
で
す
。
正
し
い
知
識
を
持
ち
、

適
切
な
心
肺
蘇
生
法
と
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
で
最
大
の
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

　

町
内
で
は
美
方
広
域
消
防
本
部
の
普

通
救
命
講
習
で
詳
し
く
教
え
て
も
ら
え

ま
す
。
講
習
を
受
講
し
て
、
い
ざ
と
い

う
時
、
積
極
的
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

温
泉
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が

本
町
へ
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
寄
贈

　

温
泉
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら

本
町
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ゆ
め
っ

こ
ラ
ン
ド
、
温
泉
小
学
校
、
照
来
小

学
校
、
夢
が
丘
中
学
校
へ
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を
寄
贈
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
心
臓
停
止
に
よ
る
突

然
死
の
主
な
原
因
と
な
る
心
室
細
動

を
、
正
常
に
戻
す
た
め
の
救
命
活
動

に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
る
機
器
で
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
各
施
設

へ
設
置
さ
れ
、
万
が
一
の
事
態
に
備

え
ま
す
。

▲温泉小学校で行われた贈呈式

ＡＥＤ
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広報しんおんせん（2月号）

◆緊急時に AED が借りられる施設　　（平成 21 年 1 月 30 日現在緊急貸し出し可能なものに限る）

施　　設　　名 所在地 電話番号 借用可能
な時間

定休日 設置場所等

新温泉町役場 浜坂
2673-1

82-3111 8：30 ～
17：30

土日祝日
年末年始

戸籍受付窓口横の壁面

浜坂温泉保養荘 浜坂
775

82-3645 6：00 ～
22：30

不定休
（3.6.12 月 )

フロント

新温泉土木事務所 芦屋
522-4

82-3141 8：45 ～
17：45

土日祝日
年末年始

玄関（２階）入って左へ。ホール窓側
の一番奥

浜坂高等学校 芦屋
853-2

82-3174 8：00 ～
17：00

土日祝日
年末年始

玄関・保健室前・体育館（計 3 台設置）

新温泉健康福祉事務所 三谷
389-1

82-3161 9：00 ～
17：30

土日祝日
年末年始

玄関入って右側の事務室内

リフレッシュパーク
ゆむら

湯
1371

92-2002 8：00 ～
19：00

木曜日 フロント

温泉総合支所
湯
990-8 92-1131

8：30 ～
17：30

土日祝日
年末年始

玄関入って右側、柱時計の下。土・日
も開館ですが、イベント等へ持ち出す
ことがあります

佳泉郷　いづつや 湯
1535

92-1111 24 時間
ＯＫ

不定休 フロント

朝野家 湯
1269

92-1000 24 時間
ＯＫ

不定休 フロント事務所

ゆめ春来 湯
1569-6

99-2211 6：00 ～
23：00

なし フロント
左記時間外もインターホンで呼出し可能

保健福祉センター
「すこやか～に」

湯
1019

99-2940 8：30 ～
17：15

祝日・年末
年始（土日
は臨時休館
あり）

玄関入って正面

温泉小学校 湯
28

92-1092 7：55 ～
16：40

土日祝日
年末年始

職員玄関左側

ふれあいセンター
ゆめっこランド

湯
1685-137

92-1095 7：30 ～
18：00

日曜祝日
年末年始

玄関入って正面

夢が丘中学校 細田
38

92-1090 8：00 ～
16：45

土日祝日
年末年始

玄関奥職員室前廊下

照来小学校 桐岡
374

92-1093 8：00 ～
16：45

土日祝日
年末年始

職員・来賓用玄関

但馬牧場公園 丹土
1033

92-2641 8：30 ～
17：15

木曜日 ビジターハウス入って左の受付

※施設によって、貸し出し可能な曜日や時間帯が異なります。また、同時に複数の救急事例が発生するな
ど借りられないケースも考えられます。あくまでも参考としてご利用ください。

※ＡＥＤを使用しますと、心臓に当てるパッドやバッテリーなどの消耗部品の交換が必要になりますが、
これらについては原則利用者（傷病者）の負担となります。

※今回の記事以外にＡＥＤをお借りできる施設等ありましたら、町民課もしくは温泉総合支所住民福祉課
へお知らせください。

◆問い合わせ
　町民課　消防防災係　　　　℡（０７９６）８２ ‐ ５６２１
　温泉総合支所　住民福祉課　℡（０７９６）９２ ‐ １１３１㈹
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加藤文太郎
記念図書館

「2月のおすすめの本」
ご案内

死ぬまで幸福でいるための 12 ヵ条 
　吉武輝子他　著／講談社

77 歳の著者は難病と上手に付き合いな
がら、常に人生を積極的に楽しんでい
る。病気になっても病人にはならない
秘けつ、24 歳年下の男性との結婚、60
歳で始めた俳句など、いつも前向きに
生きるための輝子流 12 ヵ条。

「人と会うのがつらい」と思ったら読む本
鴨下一郎　著／新講社

〈人にどう思われているか〉を気にしす
ぎると、常に緊張して、人前であがっ
て話せなかったり、人といるとリラッ
クスできなかったりしてしまいます。
無理せず、いい人であり続けるのをや
めましょう。対人ストレスを減らし楽
な人付き合いを教えてくれる本。

最後の冒険家
　石川直樹　著／集英社

2008 年 2 月、北太平洋上空で熱気球に
乗ったまま行方がわからなくなった冒
険家の神田道夫。かって彼とともに海
の上を漂流し、生死をさまよった経験
を持つ著者は、その時の体験と、神田
の最後になるかもしれない今回の冒険
の記録を残すためにこの本を書いた。

のんきな父さん
丘修三　作／小峰書店

家の中や学校の帰り道で、子ども達に
さりげない言葉をかけたり、手を貸し
てくれるおじいさんやおばあさんの存
在は、あたりまえのようですが、生き
ていく中で大切な温かさを教えてくれ
ます。作者の愛すべき父のエピソード
も盛り込んだ素敵な 5 つの物語。

ラプンツェル
バーナーデッド・ワッツ　作／ＢＬ出版

魔法使いのおばあさんに大切に育てら
れた娘「ラプンツェル」。この世で一番
美しい娘に成長した彼女はやがて王子
様と恋をしますが…。グリム童話の中
の名作を細部まで美しく描いたワッツ
の絵で楽しめる絵本。

  

おはなし会  　　　　　　    
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。お子さんと一緒
に参加しませんか。

『あひるのさんぽ』他
◆と 　き　2月21日（土）午後２時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館

『うれしいがいっぱい』他
◆と 　き　3月14日（土）午後２時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館

子どもシネマの会　　　　       
『三銃士』
◆と 　き　3月14日（土）午後3時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館

休館日のお知らせ　　　　      

＊リクエストや予約したい本があり
ましたらお気軽にお問い合わせく
ださい。

＊利用者カードの作成を希望される
方は、免許証や保険証など本人確
認できるものをご持参ください。

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（2月号） 14

3 月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

2 月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28

は休館日
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広報しんおんせん（2月号）

国民年金保険料の納め忘れがあると、将来受けられる「老齢基礎年金」の年金額が少なくなったり、
もしものときに「障害基礎年金」や「遺族基礎年金」が受けられなくなったりする場合があります。
　保険料の納め忘れをしないようにするために、金融機関の預貯金口座から自動的に国民年金保険料を
引き落としする「口座振替」がありますので、ぜひご利用ください。

◆口座振替のメリット
・保険料を納めに行く手間や時間が省けます。
・納付期限を気にする必要がありません。
・指定口座から自動的に引き落とされるために、納め忘れがなく確実です。
　（ただし、残高不足の場合は引き落とされません）

◆お申し込み方法
口座振替のお申し込みは、「国民年金保険料口座振替納付（変更申出書）」に必要事項を記入し、豊岡社
会保険事務所または口座振替を希望する金融機関へ提出して下さい。なお、提出時には、年金手帳等の
基礎年金番号のわかるもの、預貯金通帳、預貯金の届出印をご持参ください。なお、口座振替月はお申
し込みいただいてから１～２ヵ月後となります。詳しくは申し込み後交付される「国民年金保険料口座
振替開始のお知らせ」をご覧下さい。
※前納される場合は２月中に手続きをしてください。
◆問い合わせ
　健康課　国保年金係　　　　℡（０７９６）８２ ‐ ５６２２
　温泉総合支所　住民福祉課　℡（０７９６）９２ ‐ １１３１㈹

　昨年の 12 月から今年の 1 月にかけて、町内で 2 人の方が満１００歳の誕生日を迎えられました。誕
生日に合わせ、馬場町長、中井社会福祉協議会会長らがそれぞれの自宅や入所している老人施設を訪れ、
長寿を祝福しました。この事業は、満１００歳の誕生日を迎えられた方へ、長寿のお祝いとして行って
いるもので、馬場町長は銅版の祝い状を手渡し、社会福祉協議会からは花束と記念品が贈られました。
皆さんこれからも健康に留意され、ますますお元気に過ごされますようお祈りいたします。

▲ 12 月 20 日　楠田泰子さん
　誕生日などの記念日に家族と外食し、カラオ

ケで歌うことが大好きだそうです。

元気に迎える百寿の祝い

国民年金保険料の納付は口座振替が便利です

▲ 1 月 31 日　多田いよさん
　散歩が好きで、よく歩きよく食べることが長

寿の秘けつだそうです。
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まちの求人案内
（常　用） （パート） 　　平成 21 年 1 月 22 日現在

広報しんおんせん（2月号）

－問い合わせ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（浜坂地域）

㈲エフエムエルサービス 薬剤師 不問 1,800 ～ 2,000
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 不問 720 ～ 1,000

㈱マル海渡辺水産 販売店員 不問 750 ～ 1,000フロアースタッフ

㈱隆栄水産
ウ ェ ー タ ー、
ウェートレス 不問 800 ～ 950

販売補助 800 ～ 1,100
日清医療食品㈱
近畿支店 調理補助 不問 730 ～ 760

ミネル㈱ 英会話講師及び
学習指導講師 不問 1,400 ～ 2,000

㈱白バラドライ 店舗受付 不問 820 ～ 1,000

㈱マルワ渡辺水産
業 務 全 般、
レジ、惣菜 不問 720 ～ 800

鮮魚、配送係 720 ～ 850
たじま農業協同組合 訪問介護員 不問 790 ～ 2,180
㈱エコール鳥取 塾講師 不問 1,500 ～ 2,000
㈱ナカケー 鮮魚部 不問 800

（温泉地域）

㈱井筒屋 布団敷き 不問 800
客室係 1,300

㈱寿荘 客室係 不問 800 ～ 1,500
洗浄係 800 ～ 1,200

社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら

介護員
不問

750
看護員 950
ケアマネージャー 850

㈲兵庫ライフサービス フロアースタッフ 不問 770
アイケー電機㈱
湯村工場

電気機械
器具製造 不問 750 ～ 850

㈱たむら 接客及び
厨房補助 不問 760 ～ 800

㈱御やどゆもと 業務全般、
フロント全般 不問 750 ～ 850

㈱とみや旅館 客室係 不問 1,000 ～ 1,300

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）
ゴダイ㈱ 薬剤師 不問 270 ～ 465
㈱マル海渡辺水産 営業 64 以下 180 ～ 300

日清医療食品㈱
近畿支店

調理員、
調理師 不問 133 ～ 146
栄養士 144 ～ 176

㈱隆栄水産
営業 59 以下 190 ～ 300
販売管理 59 以下 190 ～ 270
販売員 40 以下 180 ～ 260

浜美屋食品㈱ 事務員 59 以下 145 ～ 180
特定医療法人杏風会
浜坂七釜温泉病院 看護補助者 62 以下 138

オザキ住建㈱ 営業 64 以下 238

㈲福田建機 建設機械
整備 不問 155 ～ 205

㈱マルワ渡辺水産 事務員 59 以下 145 ～ 200
（温泉地域）

㈱みよしや旅館 客室係 61 以下 205 ～ 245
フロント 145 ～ 255

㈱御やどゆもと 客室係 59 以下 198
㈱井筒屋 客室係 60 以下 231 ～ 256

㈱寿荘 フロント 59 以下 140 ～ 150
事務員 130 ～ 140

社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら

ケアマネージャー
59 以下

146 ～ 149
看護師 170 ～ 174
介護員 176 ～ 191

㈱朝野家 調理補助 59 以下 165
客室係 225 ～ 260

◇応 募 方 法　市販の履歴書に必要事項を記入し、写真貼付の上、役場総務課人事係へ提出してください。
◇採 用 期 間　平成 21 年 4 月 1 日～ 9 月 30 日まで（更新あり）
◇受 付 期 間　2 月 12 日（木）から 2 月 23 日（月）午後 5 時まで
◇面 接 日 時　2 月 27 日（金）午後 5 時 30 分～
◇面 接 場 所　新温泉町役場　２階応接室
◇問い合わせ　役場総務課　人事係　℡（０７９６）８２ ‐ ３１１１

平成 21 年度新温泉町臨時職員採用候補者募集について

職　種 採用
人員

職 務 
内 容 賃  金  等 配  属  先 応  募  資  格  等 勤  務  時  間  等

 清掃員  １名 浜坂白馬公園の
 清掃業務

 時間
 800 円 建設課  満 65 歳未満  週 5 日程度で 1 日当たり

4 時間程度の勤務
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―

農
業
委
員
会
情
報
№
36―

農
地
の
賃
借
に
つ
い
て

②
農
用
地
を
借
り
て
も
農
地
法
の
許
可

が
不
要
。

【
利
用
権
設
定
（
賃
貸
借
・
使
用
貸
借
）】

①
農
用
地
の
要
件

・
農
業
振
興
地
域
内
の
農
地
。

・
生
前
一
括
贈
与
を
し
て
い
る
農
地
は

で
き
ま
せ
ん
。

②
借
り
手
の
要
件

・
年
齢
は
、
主
と
し
て
農
業
に
従
事
し

て
い
る
者
で
賃
貸
借
期
間
の
終
了
時

点
で
80
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
。

・
農
業
者
年
金
受
給
者
は
で
き
ま
せ
ん
。

③
存
続
期
間
（
又
は
残
存
期
間
）

　

３
年
、６
年
、10
年
と
す
る
。（
但
し
、

適
当
で
な
い
と
認
め
る
場
合
は
可
）

④
提
出
書
類

　

農
用
地
利
用
集
積
計
画
書

⑤
申
請
期
間

　

毎
月
10
日
締
切
り
で
す
が
、
土
、
日

祝
祭
日
に
か
か
る
場
合
は
翌
日
と
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
６

広報しんおんせん（2月号）

　

農
地
の
貸
し
借
り
を
す
る
場
合
、
農
地
法
３
条
の
規
定
に
よ
る
農
業
委
員
会
の
許

可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
も
う
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
借
り
る
こ
と
の
で
き
る
資
格

要
件
は
厳
し
く
な
り
ま
す
が
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
く
利
用
権
設
定

に
よ
る
貸
借
制
度
を
活
用
し
た
場
合
に
は
、
３
条
許
可
が
不
要
と
な
り
ま
す
。

▼
作
り
方

①
豆
腐
は
ざ
る
に
の
せ
、
水
気
を
よ
く

切
る
。

②
大
根
、
人
参
、
ご
ぼ
う
は
短
冊
切
り

に
し
、
ご
ぼ
う
は
酢
水
に
さ
ら
す
。

こ
ん
に
ゃ
く
は
さ
っ
と
ゆ
で
て
薄
切

り
に
す
る
。

③
鍋
に
ご
ま
油
、
サ
ラ
ダ
油
を
熱
し
②

を
さ
っ
と
炒
め
て
、
豆
腐
を
加
え
く

ず
し
な
が
ら
一
緒
に
炒
め
る
。

④
だ
し
汁
を
ひ
た
ひ
た
に
加
え
、
塩
で

味
付
け
す
る
。

⑤
野
菜
が
柔
ら
か
く
な
っ
た
ら
、
残
り

の
だ
し
汁
と
し
ょ
う
油
を
入
れ
て
味

を
調
え
る
。

⑥
器
に
入
れ
、
青
ね
ぎ
を
ち
ら
す
。

美
方
郡
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
発
行

「
伝
え
た
い
美
方
郡
ふ
る
さ
と
の
味
」
よ
り

郷
土
食
を
食
べ
て
健
康
に
！

  

★
け
ん
ち
ゃ
ん
汁

◆材料（４人分）
・豆腐・・・・・・1 丁
・大根・・・・・200 ｇ
・人参・・・・・100 ｇ
・ごぼう・・・・100 ｇ
・こんにゃく・・・1 枚
・ごま油・・・大さじ 1
・サラダ油・・大さじ 1
・塩・・・・・小さじ 1
・しょう油・・大さじ 1
・だし汁・・・4 カップ
・青ねぎ・・・・・少々

▼
対
象
地

　

耕
作
の
目
的
に
供
さ
れ
る
土
地
（
土

地
に
労
力
を
加
え
、
肥
培
管
理
を
し

て
作
物
を
栽
培
）

▼
農
地
の
貸
手
、
借
手
に
つ
い
て

①
農
地
の
貸
借
に
つ
い
て
は
、
出
し
て

か
ら
受
け
手
へ
、
貸
し
付
け
耕
作
を

し
て
い
る
の
が
通
例
で
す
。

②
農
地
法
第
３
条
の
許
可
を
受
け
な

か
っ
た
り
、
利
用
権
設
定
等
の
法
的

な
貸
借
契
約
の
手
続
き
を
行
わ
ず
、

出
し
手
、
受
け
手
が
互
い
に
承
諾
だ

け
に
よ
る
貸
借
（
法
手
続
き
の
行
わ

れ
て
い
な
い
賃
貸
借
は「
ヤ
ミ
小
作
」

で
す
。）

③
農
地
等
の
賃
貸
借
に
は
期
間
の
定
め

が
あ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

▼
手
続
き
に
つ
い
て

　

農
地
を
貸
借
す
る
場
合
は
、
農
業
委

員
会
の
許
可
（
農
地
法
第
３
条
）
が

必
要
で
す
。
し
か
し
、
次
の
場
合
は

制
限
が
あ
り
ま
す
。

①
不
耕
地
目
的

②
常
時
従
事
し
な
い
場
合
（
他
人
に
耕

作
さ
せ
る
こ
と
）

③
効
率
的
利
用
し
な
い（
遠
方
の
地
域
）

▼
利
用
権
設
定
に
つ
い
て

　

安
心
し
て
農
地
の
貸
し
借
り
が
で

き
、
農
用
地
の
有
効
利
用
が
で
き
る

事
業
と
し
て
、
利
用
権
設
定
が
あ
り

ま
す
。（
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

法
）

【
農
地
の
出
し
手
】

①
農
用
地
を
売
っ
て
も
、
貸
し
て
も
農

地
法
の
許
可
が
不
要
。

②
小
作
地
所
有
制
限
を
受
け
な
い
。

③
貸
付
地
は
、
期
限
が
く
れ
ば
返
還
さ

れ
る
。

【
農
地
の
受
け
手
】

①
経
営
規
模
の
拡
大
が
図
れ
る
。
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広報しんおんせん（2月号）

雪の積み込み作業
　大阪市で開催される「大阪国際女子マラソン」を盛
り上げ、本町の観光ＰＲを行うため、1 月 23 日（金）、
湯村温泉へリポート付近で雪の積み込み作業が行われま
した。
　本町の雪を京阪神などで開催される「雪祭り」などへ
持ち込み、本物の雪に親しんでもらおうと毎年行われて
いる事業です。この日は、大会当日に長居陸上競技場周
辺で行われるイベントで雪遊びゾーンを設置するため、
10㌧トラック 15 台の雪が大阪へ向けて出発しました。

ふれあいインドアサッカー教室
　小学生や女性などサッカー初心者を対象にした「第 1
回ふれあいインドアサッカー教室」を 1 月 28 日（水）、
健康公園すこやかドームで実施しました。
　サッカーの競技人口を増やし、幅広い年齢層の中でふ
れあいと親睦を深めることを目的としたこの教室には、
約 60 人が参加し、インドアサッカーを楽しみました。
　教室では、少人数のグループに分かれてパスなどの基
本動作の練習を行いました。参加者は凍てつく寒さの中、
元気よくボールを追いかけプレーしていました。

　県立但馬牧場公園で１月 25 日（日）、「第 14 回雪上
運動会」が開催されました。積雪にも恵まれ、町内をは
じめ県外からも親子連れら約 140 人が参加し、雪の中
を駆け回り、競技を楽しみました。
　雪上運動会は牧場公園スキー場を会場に、毎年この時
期に行われており、全４競技が行われました。「風船割
り競争」では、親子 2 人 1 組が狙いを定めて雪玉を投
げて風船を割り、風船が割れるたび応援している家族ら
から大きな歓声が上がりました。

但馬牧場公園雪上運動会

　文化財を火災から守る取り組みを全国で強化する「文
化財防火デー」を前に 1 月 24 日（土）、飯野の巖山寺で「火
災防ぎょ訓練」が行われました。
　訓練には地元住民や消防団、美方広域消防署員ら約
40 人が参加し、本番さながらの訓練を行い、万一に備
える手順を確認しました。訓練は、巖山寺住宅部分から
出火し、本堂へ向け延焼中と想定し、住民が寺から文化
財を持ち出し、初期消火訓練を開始。その後、消防署員
が駆けつけ、はしご車なども使い一斉放水しました。

巖山寺火災防ぎょ訓練
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　　　　　　　　　かにバス湯村温泉号歓迎セレモニー

まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（2月号）

　「第 3 回新温泉町青少年新春かるた大会」を 1 月 10
日（土）、夢ホールで開催しました。同大会は、児童、
生徒の情感豊かな心を育もうと行っているもので、今年
は町内の小・中学生約 130 人が参加しました。
　子どもたちは、個人戦の「チラシの部」と２人１組で
行う「源平の部」の２種目にわかれ、トーナメント方式
で競技しました。張り詰めた雰囲気の中、子どもたちは
真剣なまなざしで向かい合いました。応援に訪れた父母
らも一句詠むごとに身を乗り出して応援していました。

　湯村温泉と岡山、倉敷市を結ぶ直行便「かにバス湯村
温泉号」の今年の第 1 便が 1 月 9 日（金）、リフレッシュ
パークゆむら前に到着し、運転手に花束が、乗客には記
念品がプレゼントされました。
　岡山方面からの観光客を対象に、松葉ガニと湯村温泉
を楽しんでいただこうと３年前から運行しているもの
で、昨年は往復延べ約 1,800 人の利用がありました。

　山陰海岸ジオパークエリア内の景勝地の一つである田
井ノ浜に 1 月 12（月）、海岸の魅力をＰＲする案内看
板が設置されました。
　元々あった案内看板が老朽化したことから、地元田井
地区が設置しました。看板には田井ノ浜を一望した写真
と、その歴史や地質的な特徴などが記されています。ま
た、海岸の入り口がわかりやすいようにと、入り口の県
道にも立看板を設置しました。谷本区長は「魅力を知っ
ていただき、大切にしてもらえれば」と話していました。

田井ノ浜案内看板の設置

　1 月 17 日（土）、県立但馬牧場公園で「第 1 回スキー
教室」が行われ、小学生 15 人が参加しました。
　教室では、初めて滑る子、ある程度滑れる子など、各
自のレベルごとのグループに分かれ、指導者が子どもた
ちにわかりやすく指導していました。最初は少し怖がっ
ている様子の子ども達も、約２時間の教室の間に自信が
つき、教室が終わる頃には、少しスピードもつき１人で
転ばず滑っている子もいました。

但馬牧場公園スキー教室

青少年新春かるた大会

調
整
中
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I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H21（2009）.2.12

ご
案
内

広報しんおんせん（2月号）

第
11
回
浜
っ
子
ア
ー
ト
展

▼
と
き　

２
月
14
日
（
土
）
～

　

３
月
４
日
（
水
）

　

※
毎
週
木
曜
日
休
館

▼
と
こ
ろ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

▼
内
容　

町
内
の
幼
稚
園
児
、
小
学
校

児
童
、
中
学
・
高
等
学
校
生
徒
の
絵

画
作
品
約
90
点
を
展
示
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

「
目
指
せ
！
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」

ク
リ
ー
ン
大
作
戦

　

山
陰
海
岸
国
立
公
園
内
の
国
道

１
７
８
号
線
（
七
坂
八
峠
）
沿
線
の
不

法
投
棄
ご
み
を
撤
去
す
る
と
と
も
に
不

法
投
棄
の
撲
滅
強
化
に
取
り
組
む
こ
と

に
よ
り
、
山
陰
海
岸
が
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
の
登
録
を
目
指
す
た
め
の
活
動
と
し

て
、
地
元
区
、
各
種
団
体
等
の
支
援
に

よ
り
、
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き　

２
月
22
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
～
10
時
30
分

※
積
雪
等
に
よ
り
作
業
が
困
難
な
場
合

は
３
月
に
延
期

▼
と
こ
ろ　

国
道
１
７
８
号
線　

新
温

泉
町
居
組
～
鳥
取
県
境（
七
坂
八
峠
）

間
（
沿
線
）

※
居
組
漁
港
駐
車
場
集
合

▼
実
施
主
体　

新
温
泉
町

▼
内
容　

不
法
投
棄
ゴ
ミ
の
収
集
、
分

別
作
業

▼
持
ち
物　

軍
手
、
長
靴
、
雨
具
、
防

寒
着
、
タ
オ
ル
、
ひ
ば
し
等

▼
問
い
合
わ
せ　

町
民
課
生
活
環
境
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
１

う
つ
病
を
理
解
す
る
た
め
の 

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

　

う
つ
病
は
、
現
代
社
会
の
ス
ト
レ
ス

や
過
労
が
関
係
す
る
「
こ
こ
ろ
」
の
病

気
の
ひ
と
つ
で
す
。
誰
で
も
か
か
る
可

能
性
が
あ
り
、
正
し
い
対
応
で
回
復
し

山陰海岸の地質遺産とジオ・ツーリズム
「山陰海岸ジオパーク」は日本ジオパーク委員会の

承認を得て、「日本ジオパークネットワーク」に登
録されました。学術的な検討のもと、産官学連携に
よる広域な連携を図ることが必要です。 その１つと
して、山陰海岸の地質・地形などを活用した「ジオ・
ツーリズム」の検討・開発・実施は大きな活動であ
り、学術的な視点から講演します。
◇と　き　２月 21 日（土）午後２時～ 
◇ところ　鳥取県立図書館（鳥取市尚徳町）
◇内　容
・ジオパーク構想の経緯説明
・講演「山陰海岸の地質遺産とジオ・ツーリズム」

講師：三田村宗樹氏（大阪市立大学理学部准教授）
◇参加費　無料（申し込み不要）

―問い合わせ―
放送大学　鳥取学習センター

℡（０８５７）３７ ‐ ２３５１

　  悪徳電化営業の訪問販売や
　　　　　　　電話勧誘業者にご注意を！

電化を含む住まいのリフォームをお気軽にご相談
ください。省エネやエコロジー（ecology）を正確
にご提案します。アフターは住まいの困り事を解
決するリビングサポートで安心です。

「電化も扱う総合リフォームとリビングサポートのお店」
上島プロパン株式会社　℡（0796）82-3110

【広告】
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ま
す
。
最
近
増
え
て
い
る
「
う
つ
病
」

に
つ
い
て
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

▼
と
き　

３
月
５
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

▼
と
こ
ろ　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
豊
岡
市
）

▼
内
容　

◇
講
演
「
あ
な
た
が
、
家
族
が
、
周
囲

の
人
が　

う
つ
病
に
な
っ
た
ら
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
？
」

◇
講
師　

Ｍ
Ｄ
Ａ
（
う
つ
・
気
分
障
害

協
会
）
代
表　

山
口
律
子
氏
（
日
立

キ
ャ
ピ
タ
ル
株
式
会
社
保
健
師
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
し
込
み
期
限　

２
月
27
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
６
２

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館
は
、
次
の
期

日
、
臨
時
休
館
し
ま
す
。
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

▼
と
き　

２
月
21
日（
土
）～
22
日（
日
）

広報しんおんせん（2月号）

H21（2009）.2.12

▼
問
い
合
わ
せ

　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
99
‐
４
６
０
０

神
戸
運
輸
管
理
部
か
ら

の
お
願
い

　

毎
年
、
年
度
末
は
自
動
車
の
検
査
・

登
録
申
請
窓
口
が
非
常
に
混
雑
し
て
長

時
間
お
待
た
せ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
自
動
車
の
検
査
・
登
録
手
続
き

は
比
較
的
す
い
て
い
る
３
月
中
旬
ま
で

に
お
済
ま
せ
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
継
続
検
査
は
、
自
動
車
検
査

証
の
有
効
期
限
の
満
了
す
る
日
の
１
ヵ

月
前
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
余
裕

を
も
っ
て
受
け
て
下
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

神
戸
運
輸
管
理
部

　
　
　

姫
路
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

◇
登
録
関
係

　

℡
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
６
７

◇
検
査
関
係

　

℡
（
０
７
９
２
）
31
‐
４
８
０
１

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
の

ご
案
内

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
、

短
大
、
大
学
、
各
種
学
校
や
外
国
の
高

校
、
大
学
等
に
入
学
・
在
学
す
る
お
子

さ
ま
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象
と
し

た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

▼
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

　

融
資
の
対
象
と
な
る
学
校
に
入
学
・

在
学
さ
れ
る
方
の
保
護
者
で
、
子
供

の
人
数
に
応
じ
、
子
供
の
人
数
が

１
人
の
場
合
は
、
給
与
所
得
者
は

７
９
０
万
円
以
内
（
事
業
所
得
者
は

５
９
０
万
円
以
内
）。
子
供
の
人
数

が
２
人
以
上
の
場
合
は
、
給
与
所
得

者
は
７
９
０
万
円
に
子
供
の
人
数
１

人
あ
た
り
１
０
０
万
円
ず
つ
加
算
し

た
金
額
（
事
業
所
得
者
の
場
合
は
所

得
換
算
し
た
金
額
）
以
内
の
方
。

▼
融
資
額　

学
生
・
生
徒
１
人
に
つ
き

２
０
０
万
円
以
内

▼
利
率　

年
２
・
45
％

　
　
　
　
（
平
成
21
年
１
月
７
日
現
在
）

▼
問
い
合
わ
せ　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
５
７
０
）
‐
０
０
８
６
５
６

　

ま
た
は
、

　

℡
（
０
３
）
５
３
２
１
‐
８
６
５
６

お
知
ら
せ

心
配
ご
と
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

2月18日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター 
「すこやか～に」 町内全域を対象

社会福祉協議会　温泉支部
TEL（0796）92-1866

2月25日（水） 午後1時30分～ 4時 役場 社会福祉協議会　浜坂支部
TEL（0796）82-1071

身
障
相
談

期　日 時　間 場　所 内　容 問い合わせ

2月18日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター 
「すこやか～に」 温泉地域を対象 社会福祉協議会　温泉支部

TEL（0796）92-1866

2月19日（木） 午後1時30分～ 3時30分 社会福祉協議会 
浜坂支部（二日市） 浜坂地域を対象 社会福祉協議会　浜坂支部

TEL（0796）82-1071
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I N F O R M A T I O N

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度 

に
つ
い
て

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
身
体
ま
た

は
精
神
に
障
害
の
あ
る
児
童
を
監
護
す

る
父
若
し
く
は
母
、
ま
た
は
父
母
に
か

わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
児
童

　

20
歳
未
満
で
心
身
ま
た
は
精
神
に
重

度
障
害
、
中
度
障
害
の
あ
る
児
童
。
た

だ
し
、
次
の
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

◇
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
、
対
象

と
な
る
児
童
が
、
日
本
に
住
ん
で
い

な
い
場
合

◇
児
童
が
肢
体
不
自
由
児
施
設
や
知
的

障
害
児
施
設
な
ど
の
施
設
に
入
所
し

て
い
る
場
合

◇
児
童
が
障
害
を
理
由
と
し
て
厚
生
年

金
な
ど
公
的
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
場
合

▼
認
定
・
支
給
の
方
法

　

次
の
書
類
等
を
持
参
し
、
窓
口
で
手

続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
請
求
者
と
対
象
児
童
の
戸
籍
謄
本

◇
預
金
通
帳
、
印
鑑

◇
診
断
書
及
び
そ
の
他
の
書
類
（
請
求

者
に
よ
っ
て
必
要
書
類
が
異
な
り
ま

す
の
で
、
窓
口
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
）

▼
そ
の
他

　

住
所
あ
る
い
は
氏
名
を
変
更
し
た
と

き
、
ま
た
は
受
給
資
格
が
無
く
な
っ
た

と
き
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
届
け
出
が
必

要
で
す
の
で
、
窓
口
に
て
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

児
童
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
０

「
人
権
に
関
す
る
町
民
意
識
調
査
」

対
象
者
の
人
は
至
急
ア
ン
ケ
ー
ト

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

本
町
で
は
、
現
状
の
町
民
の
皆
さ
ん
の

人
権
意
識
及
び
人
権
啓
発
の
成
果
並
び

に
課
題
を
把
握
し
、
今
後
の
人
権
啓
発

を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
人
権
に
関
す

る
町
民
意
識
調
査
を
実
施
し
、
無
作
為

抽
出
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
に
ア
ン
ケ
ー

ト
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
等
が
届
い
て
い
る

方
で
ま
だ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
提
出
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、至
急
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
方
法　

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
、

調
査
対
象
者
ご
本
人
に
よ
り
無
記
名

回
答
し
て
い
た
だ
き
、
送
付
の
返
信

用
封
筒
に
封
入
の
う
え
、
郵
送
等
に

よ
り
文
化
会
館
へ
至
急
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

H21（2009）.2.12

広報しんおんせん（2月号）

▼児童手当の額
児童の障害の程度により、児童１人につき

障害の程度 手当額（月額）
重度障害（１級） 50,750 円
中度障害（２級） 33,800 円

▼所得制限限度額
扶養親族等

の数 受給者本人 配偶者および
扶養義務者

0 人 4,596,000 円 6,287,000 円

1 人 4,976,000 円 6,536,000 円

2 人 5,356,000 円 6,749,000 円

3 人 5,736,000 円 6,962,000 円

▼支給月
支給対象月 支給日

　  8 月～ 11 月 11 月 11 日
　12 月～   3 月   4 月 11 日
　  4 月～   7 月   8 月 11 日
※支給日が休日等の時は、その直前の休日等でない日

【広告】
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※
送
付
の
返
信
用
封
筒
に
よ
り
郵
送
す

る
際
は
、
郵
送
料
は
町
が
負
担
し
ま

す
の
で
、
切
手
等
は
貼
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※
返
信
用
封
筒
の
バ
ー
コ
ー
ド
は
返
信

先
の
住
所
コ
ー
ド
で
あ
り
、
対
象
者
の

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ　

文
化
会
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
３
２
８

町
有
財
産
の
売
払
い
に
つ
い
て

　

町
有
財
産
の
有
効
活
用
を
図
る
た

め
、
将
来
的
に
そ
の
利
用
予
定
が
な
い

財
産
に
つ
い
て
、購
入
希
望
者
を
募
り
、

売
却
し
ま
す
。

▼
売
却
物
件

◇
物
件
番
号
１

　

新
温
泉
町
桐
岡
字
前
原
２
４
８
番
３

宅
地　

３
５
０
・
０
５
㎡

◇
物
件
番
号
２

　

新
温
泉
町
桐
岡
字
前
原
２
５
０
番
１

雑
種
地　

２
４
９
６
・
４
０
㎡

▼
売
却
方
法　

一
般
競
争
入
札

▼
入
札
日
時

　

平
成
21
年
２
月
25
日
（
水
）

　

午
前
９
時

▼
入
札
場
所

　

新
温
泉
町
役
場　

２
階
会
議
室

▼
最
低
売
却
価
格　

い
ず
れ
も
非
公
表

▼
参
加
申
込
み
期
限

　

平
成
21
年
２
月
24
日
（
火
）

　

午
後
１
時
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

管
財
係　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
１

公
立
浜
坂
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

▼
耳
鼻
咽
喉
科
外
来
の
休
診
に
つ
い
て

　

次
の
期
日
は
、
３
歳
児
健
診
の
た
め

午
後
の
外
来
診
察
が
休
診
と
な
り
ま

す
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
ご

了
承
下
さ
い
。

◇
休
診
日　

３
月
３
日
（
火
）
午
後
診

▼
整
形
外
科
外
来
の
診
察
日
に
つ
い
て

　

整
形
外
科
外
来
は
、
火
曜
日
か
ら
木

曜
日
の
ほ
か
に
次
の
期
日
に
診
察
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
診
察
日　

２
月
20
日
（
金
）

　
　
　
　
　

３
月
６
日
（
金
）

※
い
ず
れ
も
兵
庫
医
科
大
学
応
援
医
師

に
よ
る
診
察

▼
お
願
い　

時
間
外
の
受
診
は
必
ず
電

話
で
確
認
の
う
え
、
午
後
９
時
ま
で

に
診
療
が
終
わ
る
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

公
立
浜
坂
病
院

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
１
６
１
１

H21（2009）.2.12

広報しんおんせん（2月号）

第
３
回
新
温
泉
町
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

▼
と
き　

３
月
８
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
体
育
セ
ン
タ
ー
体
育

館
お
よ
び
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体

育
館

▼
参
加
資
格　

新
温
泉
町
に
在
住
、
も

し
く
は
町
内
に
勤
務
し
て
い
る
方

（
高
校
生
を
含
む
）

▼
参
加
料　

１
チ
ー
ム　

２
千
円

　
（
傷
害
保
険
料
を
含
む
）

▼
募
集
期
限　

３
月
２
日
（
月
）

　

午
後
５
時
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ

　

新
温
泉
町
体
育
協
会
事
務
局

　
　
（
浜
坂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
５
１
２

－あなたの暮らしを応援します－
　私ども但馬ダイエー警備保障㈲は、皆さまのより良い暮らしのために様々なサービスを低価格
にてご提供致しております。
　ご好評頂いております「買い物代行サービス（代行料１回８００円～）」の他に、「蛍光灯、電
球の交換」「網戸、外の窓洗い」「網戸、障子の張り替え」「家具の配置換え」「墓掃除」「粗大ゴ
ミのゴミステーションまでの運搬」「草抜き、草刈り機を使用した草刈り」「台所、換気扇掃除」「ト
イレ掃除」「浴室掃除、カビ取り」「簡単な補修作業」「外出の付き添い」などがあります。でき
る限りのことを致しますので、気軽にご相談ください。ご自宅までお伺いし、ご説明します。
◆お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障㈲　生活サポートシステム　℡（０７９６）８２ ‐ ２８９６

【広告】

募　

集




